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1．はじめに

 中国で1978年に発行された《現代双酒洞典》の改訂版である《現代双

培洞典修汀本》が1996年に発行された。

 《現代双悟洞典修汀本》（以下《修汀本》と略称）を《現代双悟洞典》

（以下《双i吾洞典》と略称）と比べてみると親字の配列方法，時代を反映

した新語の収録と旧語の削除，例文の修正，新しく審査校訂された正音の

採用などに変化がみられる。これらは《修汀本》でのかなり大きな改訂点

と考えられるが，本稿では《双悟洞典》と《修汀本》における軽声語の扱

いの変化について比較し，語学教育面についての若干の考察を加えること

とする。
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における軽声語の扱いの変化について

2．四声語のピンイン表記について

 r般に軽声語のピンイン表記は去声部分に声調記号をつけないことに

よって示される。

 例えば，“心当”の“当”，“真子”の“子”は泣声で発音されるが，そ

のピンイン表記は次のように示される。

     便当 biandang    真子 zhuozi

 ピンインに声調記号の加えられていない“dang”“zi”の部分が軽声を

表している。

 しかし，《双培洞典》と《修汀本》では次のように謡扇部分の直前に・

を加えるという表記方法を採用している。

     便当 bian・dang   真子 zhuo・zi

 このことについて《双梧洞爺》と《心打本》には次のような説明があ

る。

     条目中的軽声字，注音不椋凋号，但在注音前加圓点，如：【便

   当】bian・dang；【真子】zhu◎・zi。（項目中の軽声のピンインには

   声調記号を記さないが，その前に・を加える。例えば【便当】bian・

   dang；【真子】zhuo・zi。）

 また《双i吾妻典》と《修汀本》には・を用いて次のように表した語も存

在する。

     識力 yin・wei    夫人 fu・r6n

 このことについて《泌吾洞典》《修汀本》には次のような説明がある。

     一般経懐，同氏重渡的字，注音上林'幽幽，注音前払加圓点，如

   【因力】注作yin・wei，表示‘因力'的‘力'字一般経渡，有肘也

   可塑旗去声。（一般に軽声で発音するが時として強く発音すること

   もある字にはピンインに声調記号を記し，さらにその前に・を加え

   る。例えば【因力】はyin・weiと記し，‘因力'の‘力'は一般に
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   軽声で発音するが時として第4声で発音してもよいことを示す。）

 《双沼尻典》と《修汀本》における軽声語のピンイン表記については，

“便当bian・dang”“稟子zhuo・zi”型，すなわち・の後のピンインに声

調記号を加えないものと，“因力yin・wei”“夫人fU・r6n”型，すなわ

ち・の後のピンインに本来の声調記号を加えたものがあるということであ

る。

 “因力yin・wei”“夫人fu・ren”型は発音方法の説明に幅をもたせたも

のであり，ある程度中国語を学習した者にとっては便利で説得力をもつ表

記方法と言えよう。しかし，発音の規範を示すべき入門期の中国語テキス

ト編集においては有効な表記方法とは言えない。教授者は個別の単語ごと

に早旦または非掛声のどちらでもよいという説明をしなければならなくな

り，学習者にとってはそれだけ覚えなければならないことが増えて学習上

の負担が大きくなる。以上のような理由からかどうかは分からないが，現

在発行されている中国語テキストで軽声表記に関して《双培岬町》《笹子

本》のように・を用いたものはない1）。筆者自身も語学教育用テキストに

おいては・を用いた表記方法は採用すべきでないと考えている。

 ところが《双悟洞典》から《修上本》への改訂にあたって，従来ピンイ

ン表記が“戸当”“真子”型であったものが“因力”“夫人”型に移行し

ている語がかなりある。これは正確な記述を要求される辞典の性質上好ま

しいことであろう。しかし語学教育の面においては，例えばテキストを編

集する場合，編集者は“三時”や“夫人”といった語のピンインについ

て“yinwei”“far6n”とするか，あるいは“yinwei”“furen”とするか

の選択を迫られることになる。

 このような場合の規準を示してくれる工具書として《双悟排音三江》が

ある。例えば“因力”“夫人”に関して《双首併音洞江：》では“yinwei”

“faren”と表記してあり，発音教育に際して“yinwei”“faren”をとり

あえず排除することができる。

 《双悟併音洞江：》のピンイン表記については後で述べることにして，以
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          における雨声語の扱いの変化について

 下ではまず《双う吾洞典》から《修汀本》への改訂にあたり，軽声語のピン

 イン表記がどのように変化しているかを見ることにする。

3．“便当”“稟子”型から“因力”“夫人”型に移行した語

 《双声洞典》から《修汀本》への改訂にあたって，“便当”“真子”型か

ら“因力”“夫人”型に移行した語（フレーズは除く）を以下に挙げる。
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《双酒洞典》

ang'zang

bai．tian

bei．gua

ben'qian

bian'tong

bie．zhi

bin'fu

can．ji

cheng'fen

chuan'qian

da．bao

da ． muge

da ' muzhl

dang．pu

de．zui

dl'xi

ditin．zhui

ding'qian

fan'zheng

《野望本》

ang'zang

bai．tian

bei．gua

ben．qian

bian．tong

bie．zhi

bin・fa（「敬服する」の意味）

can．ji

cheng．fen

chuan．qian

da．bao

da．muge

da・m並zhI

dang．pd

de．zu｝

di'xi

di5n'zhui

ding'qian

fan・zheng（「どうせ」の意味）
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feng・shui

f並●shang

gan●xl

h6ng●shu

hua●da●zhe

］1a●JU

jiang●sheng

jin●shen

ja・ban

ke・ren

la・10ng

liゑ。・bu●de

mi・huo

ming・shipai

 ヘ  コ

ne1●ren

qiao・da

quan●tOU

shゑng●qian

si・hu

tang・ke

tl●liang

tl・mlan

ti・huan

tlao・tl

tδng●kuai

ta・di

xia●chang

xiang●sheng

＿231二

feng●shuI

f亘●sh含ng

             へ

gan'Xl

h6ng・shh

hua●da●zhe

］1a'〕U

jiang・sheng

jin●shen

ju・ban

ke・r6n

la・16ng

li50●bu●d6

ml・huδ

ming・shipai

ne1・r6n

qiao・d5

quan・t6u

sh5ng。qian

si・hu

tang・kご

tl・1iang

    コ   

ti・mlan

ti・huan

tlao・ti

tδng●kuai

ta・di     '

xia・chbng（「結末」の意味）

xibng●sheng
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《現代双梧洞典》と《現代双梧洞典修汀本》

における軽声語の扱いの変化について

xi50．］ie

xむ・dao

yao'han

yao．huang

yl'jlan

zhan．bu

zhao're

zhe．mo

zheng．hou

zhi'cheng

zhi'wu

zhi'dao

zhisan．nU

zhi'de

zh6ng'fan

zhou．dao

zhou'zheng

zh亘・ren

X1益0●〕16

x並・dao

yao．han

yao．huang

yl 'Jlan

zhゑn・bU

zhao．re

zhe．m6

zheng．h6u

zhl．cheng

zh1・w血

zhi．dao

zhisan'nti

zhi．de

zhong．fan

zhou'dbo

zhou．zheng

zh並・r6n

  “便当”“真子”型から“因力”“夫人”型に移行した語がこのように

多いことから，《修汀本》では軽声語を減らそうとしている傾向のよう．な

ものが感じられる。

4．その他の移行

 《双沼洞典》から《修脚本》への移行の種類としては次のように，3に

挙げた“便当”“真子”型から“因力”“夫人”型への移行を（1）として含

め，さらに（2）～（6）がある。
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 （1）“便当”“真子”型から“因力”“夫人”型になったもの

 （2）“便当”“稟子”型から非軽声語になったもの

 （3）“因力”“夫人”型から非軽声語になったもの

 （4）“因力”“夫人”型から“便当”“真子”型になったもの

 （5）非軽声語から“因力”“夫人”型になったもの

 （6）非軽声語から“便当”“真子”型になったもの

 これらのうち（1）～（3）はその結果，軽声語が減少することになる。また

（4）～（6）はその結果，軽愚語が増加することになる。

 （2）は結局，軽声語であったものが軽声語ではなくなったものである。

（2）の例を挙げる2）。

吃喝几

船当

直明

光洞

近視

面食

生友

松寒

夜猫子

《双培洞典》

chi'her

chuan'jia

cong'mlng

guang'run

jin'shi

mian．shi

sh6ng'fa

song'dong

ye．mao．zi

《修汀本》

chiher

chuanjia

cOngming

guangrun

jinshi

mianshi

shengfa

songddng

yemao．zi

（3）の例を挙げる。

傷
口
水

誰
誰
茶

《雪融洞典》

cao．chi

cha．k6u

cha．shui

《修献本》

caochi

chak6u（「ソケット」の意味）

chashul
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《現代双f吾洞典》と《現代双∫吾洞典修汀本》

における軽声語の扱いの変化について

che．qian

ch6ng●dむ

ch6u．jian

jlng'zhi

kao．shan

kua．jibng

r6u．he

zhe．xie

cheqian

chengdin

ch6ujian

jlngzhi

kboshan

kuajibng

r6uhe

zhexie

 （4）～（6）はその結果，軽声語が増加する場合であるが，（1）～（3）の例に比

べて語例が極めて少ない。このことからも《修汀本》では軽声語を減らそ

うとしている傾向のようなものが感じられる。

 （4）の例を挙げる。

出息、

籔裏几

来戚

跳蚤

先是

紳子

・《双培洞典》

ch豆・x1

］ibo'gu6r

qln'ql

tlao．zao

xian．shi

zh6ng'zl

．《修汀本》

chu・xi

〕1ゑ0●guor

qln●q1

 コ  

tlao●zao

xian・shi

zh6ng●zi

（5）の例を挙げる。

蔭
口
祀

撮
荏
憶

《双悟洞典》

baoying

chak6u

dianji

《修汀本》

b註O●ying

cha．k6u

dian・．ji
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    坂量    fanliang      蝕n・liang

    金昌盛       gu◎kui             guo・kui

    太±市ノL     guδjier             guδ・jier

    老R    laoqi        I50・qi

    勒指    leiken       lei・ken

    勢芸       shit6u             shi●t6u

    通条    tOngtiaO      tOng・tiaO

    元意枳   w噂ishi      w血yi・shi

    下意枳   xiayishi    ．．xia・yishi4）

    陣勢       zh¢nshi             zhξ｝n●shi

 （6）は非軽声語が四声語になったものである。（6）の例を挙げる。

             《双墨型典》      《修汀本》

    大少苓   dashaoye      dashao・ye

    端量    duanliang      duan・liang

    脾寒    pihan       pi・han

5．《汲活併音洞江》のピンイン表記

 ここでは，《双梧洞典》から《修汀本》への移行（1）の例として3に挙げ

た語のピンイン表記が《双三併音洞江》でどうなっているかを見ていくこ

とにする5）。

 完全な召声語として表記されているもの。

    航駐  angzang  白天  baitian  北瓜  beigua

    本銭  b6nqian   変通  biantong  別致  bi6zhi

    秘書  canji    成分  chengfen  転回  chuanqian

    裕包  dabao   大栂寄 damuge  大栂指 damuzhi
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当捕  dbngpu

点綴  dibnzhui

風水  fengshui

横難    h6ngshu  ・

彊蝿    jiangsheng

客人  keren

迷惑  mihuo

拳芸  quantOU

体面  tlmian

痛快  tδngkuai

上向声  xi5ngsheng

揺憾    yaohan

値踏  zhaore

堂号  zhiwu

温室  zhide
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dezui

dingqian

fUshang

huadazhe

jinshen

lalong

nelren

shbngqian

tihuan

tadi

xlboJle

yaohuang

zhemo

zhldao

zhoudao
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周正

dlxi

fbnzheng

ganxi

jiaju

jttban

libobude

qiaoda

tangke

tiaoti

xiachang

xin dao

yijian

zhenghou

zhiSUnn廿

zhouzheng

非軽四語として表記されているもの。

名士派 mingshipai

掘布  zh5nbin

主人  zhUr6n

似乎  siha

墨壷  zhlcheng

体涼   tXl疽ng

中幡  zhOngfan

 結局，移行（1）の例として挙げた語は，“名士派”以下7語を除いてすべ

て《双書洞典》の表記と同内容になっているということである。

 《弓隠排音三江：》は《修汀本》の出版以前に編集されたものであるか

ら，このことは当然の結果と言える。これらの語は日本で発行されている

中国語辞典やテキストでも軽声語として表記されることが多いため，本

来の声調を復活させたピンイン表記を用いることは影響が大きいと考えら

れる。
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移行②の例として4に挙げた語のピンイン表記が《双培併音洞江》で

どうなっているかを見る。

完全な鳳声語として表記されているもの。

   聖運几 chiher   船軍  chuanjia  聴明  c6ngming

  光潤  guangrun  近視  jinshi   面食  mianshi

  生友  shengfa

非曇声語として表記されているもの。

  松功  s◎ngdδng  夜猫子 yemaozi

 ここに挙げた語は《修黒本》ではすべて本来の声調を復活させているの

で，語学教育面において《修底本》に拠るとするとやはり影響が大きいと

言わざるをえない。

 しかし，《修鉄平》において完全な非軽声語になっている以上，今後は

《修黒本》の表記に従わざるをえないのではないだろうか。語の数自体は

多くないので，近い将来的に《双培併音図江》の改訂版やそれに代わるも

のでどのように表記されるかが注目される。

移行（3）の例として4に挙げた語のピンイン表記が《双梧排音洞江：》で

どうなっているかを見る。

完全な軽声語として表記されているもの。

  操持『caochi   牟銭  cheqian  程度  chengdu

非軽声語として表記されているもの。

播口    chak6u

景致  jingzhi

柔和  r6uh6

茶水  chashuI

皐山  kaoshan

迭些  zhexie

鰍」兀L   ch6ujian

脊奨    kuajiang
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  ここに挙げた語は《双培排音細江：》ではすでに《修汀本》の表記と同じ

 になっているものが多いので，教育面での影響はあまり大きくない。これ

 らの語は今後，非軽声語として扱うべきであろう。

  ただ《双i吾併音洞江：》では“牟銭”のほか，“本銭”“船銭”“定銭”“賞

 銭”の“銭”すべてが軽四になっていて整合性がある。《双沼洞典》で

 “che・qian”であったものを《修汀本》で“cheqian”と非桜島語にした

 のはどのような理由からであろうか。

移行（4）の例として4に挙げた語のピンイン表記が《双悟実音洞江》で

どうなっているかを見る。

完全な軽声語として表記されているもの。

   出息  chUxi   来否  qinqi   跳蚤  tiaozao

   神子  zh6ngzi

非四声語として表記されているもの。

  緻裏几 jibogu6r  先是  xianshi

 ここに挙げた語も《双i吾併音洞江》ではすでに《修汀本》の表記と同じ

になっているものが多いので，教育面での影響はあまり大きくない。これ

らの語は今後，軽声語として扱うべきであろう。

移行⑤の例として4に挙げた語のピンイン表記が《双培鼓音野江》で

どうなっているかを見る。

完全な眠声語として表記されているものは一つもなかった。

非軽声語として表記されているもの。

   手工座    baoying     薄口    chak6u     '狙う己    dianji

   坂量  fanliang  錫盗  guokui   辻宥几 gu6ji6r

   老気  ltioqi    三指  leiken   勢芸  shit6u
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通条  tOngtiao

陣i勢    zhenshi

元意枳 wUyishi 下意倶 xiayishi

 完全な軽声語として表記されているものが一つもなかったのは， 《双培

併音洞7［》が《修汀本》の出版以前に編集されたものであるから，当然の

結果と言える。しかし，上に挙げた語の中には実際には軽声語として発音

されることがあるものもあるように思われる。例えば「現代中国語辞典』

（香坂順一編著）では“憶泥dianji（又）dianji6）”“坂量fanliang（又）

fa nliang”“勒捕leiken（又）leiken”“三条to ngtiao（又）tOngtiao”

とある。これらも近い将来的に《双う吾併音洞江》の改訂版やそれに代わる

ものでどのように表記されるかが注目される。

 移行（6）の例として4に挙げた語のピンイン表記が《双培排音洞江》で

どうなっているかを見る。

 完全な軽声語として表記されているものは“大津苓dashaoye”，非軽

声語として表記されているものは“端量duanliang”“脾寒pihan”で

あった。《修可本》で完全な鐘声語になっているのだから，これらは今後

は軽声語とすべきであろう。

6．おわりに

 《双星洞典》は発行以来，中国語研究者必携の工具書と言われてきた。

その改訂版である《修汀本》で引声語に関してこれだけ変化がある以上そ

れを無視することはできない。

 本稿で述べた《双沼洞典》から《修汀本》への移行（2）（3）は完全な非四

声語になったものであり，これらは今後は《修汀本》に従わざるをえない

だろう。また，移行（4）⑥は完全な軽声語になったものであり，これらも

今後は《修汀本》に従わざるをえないであろう。
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における軽声語の扱いの変化について

 移行（1）（5）は“因力yin・wei”“夫人fa・r6n”型になったものである。

ある語を軽艇で発音するか否かは地域差や個人差があり，極あて難しい問

題である。しかし，中国語普通話を学ぶ我々外国人には何らかの規準が必

要である。《双培併音上江》はそのような規準の拠り所として便利な工具

書であり，これも中国語研究者必携の書と言える。中国語に対しては外国

人である筆者が移行（1）（5）の語を《双酒併音引江》式に軽声語・非軽声語

と分けようとしても，それは結局，外国人である筆者の中国語に対する勘

に頼らざるをえなくなる。《修二本》が発行され，《二二洞典》から《修汀

本》への軽声語のピンイン表記についてこれだけの変化がある以上，《双

悟三音洞江》の改訂版またはそれに代わるものの編集が期待される。

注

1）日本で発行されている中国語辞典の中で，『中日大辞典』（愛知大学

 中日大辞典編纂処編）と『50音引き基礎中国語辞典』（北浦藤郎他編

著）が軽声語のピンイン表記に関して・を用いている。

2）ここに挙げた語のうち“夜猫子”は“子”の部分が軽声であるが，

 ここでは“猫”の部分が軽声から非軽声に変わったことだけを問題に

 する。

3）“論調”“心匠”“ロ那些”のピンイン表記に関して，《双沼朝典》で

 はそれぞれ“zhe・xie”“naxie”‘‘naxie”となっていたものが，《修

 二本》ではそれぞれ“zh¢xie”“naxie”‘‘n5xie”となって，“速…”

 “那…”“嚇…”の整合性が現われた。ちなみに“朝里”“野里”“脇

 里”のピンイン表記は《双培洞典》《修汀本》どちらも“zhell”“na・

 1i”“na・1i”となっていて，“艦齢”の“里”だけが非軽声で，整合

 性が見られない。言語事実を反映したものであろうか。筆者は理解に

 苦しむ。

4）“xiayi・shi”の誤植ではなかろうか。

5）3に挙げた語のうち“真昼”は《双沼併詰襟江》に収録されてい

 ない。

6）実際には，「単独使用の時は“～着”とする」として“憾妃着”の



一 241 一

形で収録されている。
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